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事議悪霊園凱 御船 本-

細心大胆 プロジェグトチームとしてスタートして以来

所属してきた総合計画室から 8 年ぶりにラインの中の

スタップにもどりました.内外の環境条件が変わる期間

に，新しい仕事のパターンをつくる経験をしたのは学せ

でした.

最近，とくに気になることは，コンビュータの利用マ

イシドです.コンピユ{タの導入・定着が，単調な?高

度成長期に当ったためか“量的には細心，質的には大胆

に偏りすぎている'ヘ コンピュータでも ORでもよいの

ですが，いまからが導入期だとしたら，かつてダーティ

ORに励んだ先輩はどうするだろうか? モデルの構築

は，“もっと，質的には幅広く(細心に)，量的には大胆

にやるべきではないか?" 10年先の数字を毎年見直すの

が常識のようだが，その意義如何? 先の見通しが立て

られない時にこそ計画スタッフの存在意義ありです.企

業としてはベストエスティメーションと心中する訳には

いきません.型にとらわれることなく，素直に流れ(事

実関係も，意思決定も)をとらえたいものです.委細

面談.

主筆喜善悩工学科 桑原兵二郎

年から都市の分析を手がけている.大プロジェグトチー

ムではなくて中小企業的なー研究室ではあるが，構想だ

けは大きくて，微視的観点に立ち一都市の静態的・動態的

分析を目的としている.当初は，調査対象地域の選定，

モデルの構築，調査方法，データの構成(コード化)，デ

ータ整理の方法などのすべての面において試行錯誤を繰

り返したが， --k;号予備的段階のモテソレに闘して体勢が整

ったところである.現時点ではORの研究というにはお

こがましいが，泥臭いORを日ざして今後とも研鎖を重

ねたいと思っております.

陸上自衛隊 平松 寿附

ORの資質大阪大学仁学部，西国研究室でORの研究

をはじめさせていただいてから 3 年になろうとしており

ます.待ち行列をし台にしてシステムの効率性というこ

とを主限にして研究を行なってまいりました.自衛隊で、

の OR職務に，まだ携った経験をもっておりませんが，

最近， ORの有用性，必要性について疑問が投げかけら

れるのをヰにすることがあります.

ORが組織の目的に資することを目的とするならば，

グローパルに昆，総合的に判断をして決定する decision

maker の staff として， ORに携わる者も，各種事象を

総合的に判断，論理的に分析する能力が必要でありまし

ょう.分析結果が decision maker の決定に資すること

を目標としていること，また困難な要求に対しても必ず

やりとげる責任感と実行力といった資質も ORに携わる

者にとって必要であると思います.

謀長聖??謹理科学科 111 仁1 憲二

泥臭いORを目ざして 昨年の秋季大会の特別テーマは 学びたいことは山ほど卒論「フローショップ・スケジ

「実践的ORJ であった.もともと ORは「実戦J から ューリングにおける分枝限定法と発見的解法」もどうや

誕生し「実践J の中で成長発展してきたはずであるが， ら目処がつき，ホッとしているところです.わがゼミの

実状は必ずしもそうではないだけにこの特別テーマは意 仲間たちは，それぞれ i タオル産業における企業の最適

味深長である.というのは，ともすれば理論面に比重が 規模J ， r立地問題J ， r車両配送計耐J ， !時系列予測手法

かかるあまり難解な数式の羅列がORであるという印象 の比較評価 (Box-Jenkins モデルを中心に) J をあっか

を世間に与えたことへの反省と， OR本来の使命である っています.

「実践」とを強調しているからである.換言すれば，こ 毎年就職試験の終わる 11月になると，本学の計算機室

の「理論J と「実践」とは唇歯輔車の関係にあることが は卒論をかかえた 4 回生(ラ回生以上も含む)で、趨満員

望ましい. となります.それに比べ，先日 (12月 23 日金曜日)の学会

ところで，実践的といえるかどうか自信はないが，昨 関西支部研究講演会は，大変有益なお話であったにもか
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かわらすずわずか十数名の参加でで、，残念に思いました.

企業の会員も参加できるよう， I講講演会は士:f幌慢日に開f催雀し

ていただけませんでで、しようか.

4 月から社会人となりますが， OR，コンピユ一タ，

会;計十等学びTたこいことは山のように Jあ為 iり)主す. 今f後愛ともご

t折行i導尊をお願L 、火L 、た L 主す.

議君主孝語学部 山本 疋明

OR学会のORを 学会の会計J!!l.事をお引受けしてから

まもなく 2 年となる. ここの 3 月にようやくノ:トンタッヲー

ができるので， IEìf{にいってやれやれというところであ

る.

この間学会運営の中心にいたことになるのだが，“OR

'手会の OR" はあまりうまくいっていない.無きに等し

いといってよかろう， OR的な問題は長期的な方針から

日常的なオベレーショナノレなものまで，いくつも転がっ

ているのだが，私の相当である会費収入の問題について

_vヲ.

17j{ド総会で・会員精強が提案され，実際にも 200人を越

す人会者ーがあるのだが，毎年百数十人の会費滞納者が発

生しており，その人たちはやがて除名の運命となる.そ

の他退会者も加えると，この 2， 3 年会員数については，

賓の河原の石積をやっているようなもの，有効な手だて

が見つからない.会員のみなさんのお知恵、を借りたL 、も

のです.

51ZZSF〕巾村富夫

小売業における出店立地の分析に，現在取り組んでおり

まず.消費者行動モデルが数多く提案されており，分析

子法も高度になってきております.それにつれて調奈デ

ータの収集も複雑になってゆくようです.

彩、たちは，顧本吸引力要同として，店舗回積と距離に

より，モテーノいを用いたシミュレーションにより，充分と

はいえないまでも，一応の結果を得ております.

大規般小売店舗法により，地元商店街の反対等で，ま

すます出店が困難になっているようです.それゆえ，出

店後の影響度を測定する客観的指標づくりが今後必要に

なってくるように思われます

今後は，運用システムを篠立すベく，取り組んでゆく

予定です.

(財)電気通信科学財団 白根 雄吉

守りの仕事に変わって 電電公社が電気通信の科学技術

を一般にわかりやすく普及するため 3 年ほど前に電気

通信科学館を設立しまたそれを運営する電気通信科学

財団を発足させたが，その責任者に任命され現在にいた

っている.

それまで，デ{タ通信など主として開発型の仕事に従

事していたのが一転して，社会教育施設の運営という守

備型の仕事に変わり，戸惑いがあったが，この分野では

日本はおよそ先進レベルから遠いことを知って，逆に大

いにやる気を起こしている.

ORをはじめ，管理技術を学んだ限から見ると，なに

かプロジェクトを進める場合に， その目的を明らかに

しわかりやすいコンセプトを設定すること，それから

で・き上った・ンステムの維持運符体制jを確立することはど

うも背手で，つまりlîJ(と手足の部分が抜けて，胴体をつ

くることだけに熱心という日本型の伝統的欠点が気にな

る昨今である.ただし，これは他への批許・ではなく，日

常の FI戒にしている事柄である.

喜望韓センタ一言明室 鈴木 孝幸

当分ORは趣味 昨年の春入社して以来早くも l 年がす

ぎようとしています.現在の仕事は，電算機システムの

維持管理を中心に開発プロジェグトチームの一員として

プログラムの開発等です. 電算機システムの維持管理

は， ユーザーが計算機をより効率的に使用できるよう

に，システム資源を管理することであり，電算機とユー

ザーとの橋渡し的役割]を果しています.ここにいると，

社内の電算利用状況がわかり，さらに会社組織の横のつ

ながりがわかっておもしろい.

当初この ORは，数年前まではかなり研究されていたよ

うですが，現在では目だった動きはないようです.現場

で、は，わけのわからないOR よりも，いままで蓄積され

た自分の経験のほうが頼りになるということでしょう

か.こう考えてみると， ORを広めてゆくためには， 0

R屋の経験を他の人々に移航する必要があるのではない

かと思ったりしています.

私のORも，当分の聞は趣味ということになりそうで

す.
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